
■第４回策定委員会・議題についての説明資料

どこで

（場所・空間・
拠点・ネットワーク）

だれが
（まちづくり主体、
利用のターゲット）

何を

（まちづくりの
テーマ）

３つの要素から
どのようにして
魅力的なまちづくりが
できるか（P２～参照）

都市計画マスタープランは「どこで」の視点を重視して整理（基本目標、将来像図、方針図）

江差独自の計画としてブラッシュアップするために「だれが」「何を」「どこで」を地域の
意見を聴きながら深堀していく

○これまでの地域の意見（町民ワークショップ、策定委員会など）から地域
課題の解決策を抽出し、都市マスとして整理できること、他の計画に委ね
ることなどを整理しました。（資料２参照）
○資料２の意見などを踏まえ、地域の課題の解決策となる内容を、都市計画マ
スタープラン、立地適正化計画の中間素案骨子として整理しました。（別冊資料）

素案骨子で位置づけた拠点やゾーン（北の江の島、下町、上町、柳崎など）の
まちづくりがもっとうまくいくためには（様々な人がもっと利活用するには、今あ
る課題を解決するには）どのような取り組みを“ツボ”として押さえるのがよいか、
策定委員会の意見や各部局・団体へのヒアリングを通じて整理します。

①都市計画マスタープラン、立地適正化計画素案骨子の作成 ②まちづくりの“ツボ”マップの作成

○“ツボ”という言葉を用いる意図は、都市を人体に見立て、ツボを刺激すると血液
や神経の流れが良くなることになぞらえて、人（町民や観光客）やモノの流れをよ
くするために、拠点やネットワークをどのように使いやすくしていくか、江差町なら
ではの効果的な方法を見出すことを目的としています。
○都市にとってのツボの設定の仕方は、広域的な拠点もあれば町内の中核的な拠
点、さらには地区や町内会を単位としたレベルなど様々にあります。また、様々な
町民層（ターゲット）が出かけやすい、利用しやすい空間やしかけ、他分野との連
携策などを考える必要があります。

より深堀されたツ
ボマップの情報を、
都市計画マス
タープラン、立地
適正化計画に
フィードバック

＜広域レベル＞ ＜都市レベル＞

例１ お年寄りが安心して買い物できる環境をつくるには？

例２ 学生や若者、観光客が気軽に訪れることができるまちなかをつくる
には？（北の江の島、下町、上町）

町外
・函館
・上ノ国

柳崎

下町、愛宕町

上町

歩行者ネットワーク

公共交通ネットワーク

高校
看護学院

下町、愛宕町

交通結節点

１

北の江の島

上町

町外
・函館方面

・立ち寄り拠点
・回遊性確保、散策を促す地域資源
・イベントなどのしかけ

交通結節点

資料１

北部地域
・水堀
・小黒部

田沢町
尾山町

南部地域
・砂川
・椴川町


